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　結び　　＼

　　　　　　　ニ　　　　　　　　　　　　　　はじめに　　∧　　　　　　　●●●●　●●●●　●　　　　●●●　●●

　幼児が死亡した場合、埋葬したのち、その上に目印にな各石を置くなどするだけで年忌など一切

行わず、きわめて簡略に済ませるのが日本に広くみられるト般的な葬法であった。高知県もそめ例

外懲はないが、興味を引くのは、幼く七て死んだ子供のことを丁鳥翼（レトリッバサ）」√あるいはそ

うした子供を簡単な葬法に付すことを「鳥翼にする」など、鳥に関連ブけて表現しているこ者であ

る。こうした事例は、これまで調査を行った限りでも、十物部村、南国市、ニ上佐山村、＼春野町、伊野

町、日高村に存在していることを確認しており、よ/り精細な調査を行えば、分布域め拡大する可能

性がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　:ﾆ　　　　　‥‥‥‥　‥‥‥‥

　本稿の目的は、特殊葬法である幼児葬法や死んだ子供ﾉを、なぜ鳥に関連づけて表現するのかとい

う問題に対して、解決のための見通しを与えること懲ある。議論の過程で√恐らjくぱ、弥生時代以

降持続しできた鳥霊信仰とのかかわり､が示唆されることになろう０.　1一　　　･:ﾉ･く･･ ｡･･I/ ･｡　　･:

尚　十　　　　　　　　Ｉ．資料の概要一鳥翼の習俗　　　　　　　　　∇　　　　　　＼

（1）資料の提示　犬　　　　　ト　　･･.･　.･　　　　　　　　　　　　　.・.･..･.　･.･.・

　以下で展開される議論の前提として、いささか繁雑になるが、これまで採集した若干の資料を掲

げておくこと比したい．資料は、高知県の東から西へと配列する．▽　　．･・．･･．･　・　．　　　　　･･　．．･

①物部村別府(M43.m") ･･生後間もなく死ぬと鳥のようなもんじゃと言･つて簡単に葬式を済ませjた。ﾄ生後

　とは、出生届けを出す以前のこと。（8810062））　　　ノ　　　　　上　　　　　　し　　　　　…………

②物部村別役(Tll.fト‥1才まで死んだ子供は、鳥を飛ばしたようなものと言って、供養はしなかうた。よ
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(881006)　　　　　　　◇　　　＼　　　　ｌ　。。／。。　･･･　■　　　　■　■■■･　　■■　■■　■■■･・

③物部村宮の瀬(S3.f)ﾀﾞ･･2~3才まで死んだ子供は鳥翼と言づて、葬式は簡単に済ませ、供養もしなかった。

　（87皿21）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　ニニ

④物部村押谷（M36.ｍ）･･幼児の死を鳥が飛んだという。(871121)　　　　　　　　　ト

⑤物部村阿野地(S2.f) ■･幼児の死を鳥を飛ばしたようなものJと言うo (871121)ト＜　　ニ　　＼

⑥南国市久枝（？.ｍ）‥生まれてすぐに死んだ子を鳥にとらすという。(881皿3）し

⑦土佐山村土佐山(M34.f) ･■生まれる時や生まれてすぐ死んだら鳥であると言づて埋め、おまつりをしな

　い。(871218)　　十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

⑧春野町西畑(T7.f) ･･生後1年以内に死んだ子は鳥翼にする、鳥に飛ばすという。 葬式も本格的にせず、

　まつりもしない。実際、生後65日目と105日目に死んだふたりの子供を鳥翼にした経験がある。 105日目に

十死んだ子供は､犬引き潮に生まれ、原因がわからないまま死んだ。太夫3）にみても犬らづたところ、（辻風、七

　人ミサキ4）に行きおうた」と言った。(871111)　　　　　∧　　　　　　　　十

⑨春野町西畑（T1.ｍ）‥間引くどき、生まれたらすぐに首を絞める。泣かなかったら鳥翼になる。泣いた

　ら人間になるので首を絞めることはできない。鳥翼にしたら一人前に取り扱わず、まっりなどしない。　こ

　れはひいばあさんの時代のころの話。(871111)　　　　　　　　　＼　上　　　二　　　コ　■　　■　　　■

⑩伊野町成山本村（T3.D‥月足らずでミテタ（死んだ）十ら、鳥翼で返す。以後、おまっりはしない。臨月

　にできて死んだ子は名付けて埋める。名付け以前に死んだ子を鳥のようなものという。(871028)

⑩伊野町成山本村（T2.ｍ）‥名付け以前に死んだ子は鳥翼にする。その子供を鳥のようなものという。以

　後、おまっりしなくても良いという。名を付けたら、10日でもこの世め空気を吸ったら年忌はする。

　(871028)ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　〉　　　　ニ　　ダ

⑩伊野町小野(M40.f) ･･生後1週間以内に死んだら鳥翼同権という。墓に埋め、以後おまつりはしない。

　(871028)　　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ

⑩日高村岩目地(M41.f&M44.f) ･･生まれてすぐ（半年より短いくらい）に死んだ子を鳥翼と言った。jそ

　の子の葬式は簡単にすませた。（881011）　　　　　　レ　し　　　　　　　ニ

⑩日高村加茂(M40.f) ･･生まれてすぐに死んだ子供と鳥翼といった。葬式は簡単にして、あまりきちんと

　やらないほうが良い。（890301）　　　　　　　　　　　　　　ニ

　（2）資料の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　日　　　　　　　　　　　　▽

　幼児期に死んだ子供に関連して、鳥にかかれる表現を用いる局面をあえて分類すれば、Ｏ死ん

だ子供自身、ｎ）死んだ子供を葬むること、ｍ）/子供が死んだという状況√の三つに分類すること

ができよう．微妙な事例も存在するが、便宜的に分類すれば以下のようになる．（括弧内は事例番

号を示す卜　　　　　　　　　　十　　　　　　▽　　　　　△　ト　六十

〇死んだ子供自身　　　　　　　　　　　　　　∧ニ：　　　　十　　　　　　　　　二＼

　●「鳥のようなもの」（①、⑩、⑥）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ

　･丿「鳥翼」（③、⑩、⑩、⑩）　　　　　　　　　．･･．･．．　　　・・　　　　．･　．・

　●「鳥」（⑧）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　●千鳥翼同様」（⑩）∧　　　　　　　　　　　ニ　　　　　　　　･･.･･..･･　　.・..　　　･･･・

圧）死んだ子供を葬ること　ニ　／　犬　　　　　＼　　つ　　　　　　ｊ　十

　・「鳥翼にする」（⑨、⑩）　　　　　　ト　　し　　　　十　二　　　ト

　●汗鳥に飛ばす」（⑨）　　　　　　　　‥　　ニ　　　　　　　ニ▽　　　　ト　　　　　犬

　●「鳥翼で返す」（⑩）　　　　　十　　　　　　　　　　　　　　／　　ｙ　　　　　ダ

ｍ）子供が死んだという状況ニニ　　　　　　　　∧　　　　　　　　＼　　　　　し　＼　し
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　・「鳥を飛ばしたようなもの」（②、⑤）　　　　　　　　　　　十　　　＝

　●「鳥が飛んだ」（⑥）　　　　犬　／　　　　　　　　　　　犬　ｙ　　十　　　　　　　＼

ト●「鳥にとらす」（⑥）　　‥　　　　　　　　　　　･･．・．･　　．･．　　　　・．･　　　･･･　．･･･．．･．･

事例⑩と⑩を見る限り、幼児期に死んだ子供を葬むることを几烏翼」、ﾉ死んだ子供自身を「鳥」

または寸鳥のようなもの」と区別して表現しており、あるいは両者に表現の違いをも七せ.るのが本

来φ用法であったのかも知れない．　　　　　＼　　　　　　ノ　　＞　十　　　……=　／　　十六

　また、鳥にかかわる表現を用いるのはいつまでかという点ではさまざまである．丁生まれてすぐ

に死んだ場合」、丁幼児が死んだ場合」など、∧時期の曖昧な事例を除けばく生後3日目あるjいは7日目

の儀礼である名付けを節目とし、それ以前としている事例が多い（出生届けとする事例①、生後1

週間とする=事例⑩も含む）．名付けの持つ意味を考えれば、この世に個性あ=る存在として確定ずる

以前、換言すれば、「社会的存在」として認知される以前に死んだ場合に鳥にかかわる表現を用い

る事例であると言える．ただし、生後次々に行われる=一連の誕生儀礼には、し子供を社会的に認知し

てもらうという意図が多少ともこめられており、この名付けの場合に限ったことではない．コそう七

だ儀礼を繰り返すことによって、徐々に、社会に定着させようとするのである．

　たとえば、物部村別役（事例②）、春野町西畑（事例⑧）では生後1年という時期を目安としてい

るが、生後1年目の誕生日には「初誕生」と呼ばれる儀礼が高知県に限弓ず広く行われている．………

⑩吾北村新別(T9.f)･･子供にお餅とお財布を風呂敷に包んでたすぎがけにして負わせ、箕のなかに入れる。

　子供が泣くまで負わせておく。（881005）　十　　　　　　　　　　　　　　　二　　　犬

⑩物部村人栃（M40.Ｄ‥餅1升と米1升をうわざし5）に入れ、風呂敷に包んで背負1わせるレ子供を箕のなか

　に入れ、そこから神前にいる母方の祖母のところまで這わせる。子供が泣かない時は泣かせる。ご神前では、

　子供の前に扇、筆、そろばんを置き、子供に取らせ将来を占う。(950113)　=＼　　　　　　　　　ト

　満1才を迎えた子供を箕のなかに入れ、1升の米でついた餅などを風呂敷に包んでたすきがけにし

て背負わせるが、このとき子供が泣くと良いと言い、泣かなければわざと泣かせるという。このと

き子供を箕に入れるのは、生後√肉体として誕生したものの、まだ不安定で危険であった状態を脱

し、無事、“実りある”確固たる存在となったことを象徴し、ぞの時に、わざと泣かせるのは√新

たなる存在になったことを社会的に認知させるためのて産声且を意味するのである≒春野町西畑

（事例⑨）で、子供を間引く際比、産声を上げたら鳥翼にできないというのも、実際の産声が、＼子

供の誕生を社会的に認知させるものであるからにほかならない。産声を上げる前であれば社会的に

認知されておらず、言ってみれば、社会的に存在しないことと同じ=なのである。ニ

　産声のアナロジーでその存在を認知させるという要素を含む儀礼はそのぽか4こもあり、生後33日

目に行われる宮参りなどをあげることができる。氏神の前で子供をわざと泣かせ、氏神に氏子とし

て認知してもらうのである。以上めように、鳥翼の習俗は、しその時期がいつであれ、子供が社会的

に認知される前に行うものだという意図を明瞭に窺うことができる。　　　　　　　二　六十‥‥‥=

　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿鳥霊信仰の系譜六つ　　　ト　　　　　＼＝　　十

　社会的に認知される以前に死んだ子供を鳥、あるいは鳥のようTなもめと表現することは、そのま

ま素直に考えれば、そのような子供は死後に鳥に生まれ変わると考えられていたことになるノこう

した考えは特殊なものか、と言えば、ﾆ実はそうではない。その由来するところをある程度推定する

ことができるのであ/る。ここでは、弥生時代以降の鳥に対する信仰の歴史を振り返ることにしたい。
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＼(i)鳥霊信仰の北方の流れ　　　十　　　＼　・．．・．･･　　･．･．　　．．・　．･．･．．･･･　．・　．.

　考古学者・国分直一によれば、日本の基層文化:に流れ込んでいる鳥霊信仰には三づの系譜がある

という．　　　∧　　...･.･　･.・　　　　　　　　..　..･　.･　　　･･･.･.･･.･･.j==　‥‥‥‥‥‥　‥‥‥

第一の流れは、アムールラツドから、シベリヤ系の氷人・パソターによっでも‥たらさjれたもので

ある．北海道の石狩川河口に近い手宮・フゴッペ洞窟の岩壁には羽あるいは翼をつけた像が有角の

像yとともに描かれているが、ニこれはシベリア系の鳥霊信仰の流れを汲むという7)．ﾀﾞ手宮・フゴッペ

洞窟がシベすデ系の鳥霊信仰の流れを汲とする見解の根拠/となるめは、中部レヂ川のペトログリフ

として知られているスルタタク・ハヤ・マーキンjスカヤ・ロヅクの岩壁画との共通性、すなわち登

場する人物には有角の像が目立つが、頭上に羽飾をうけた像も含まれでいるという事実亡ある‰し

国分直一はぐペトログリ＼フに描かれる羽をつけた人像を、しシャマンとみなし、｢東北の部族のシャ:

々土ズムでは、人間の霊は天に行くと信しられるがゆえに√シャ=マｙは鳥装することになるのであ

ろう｣と述べるとともに、有角の人像柴ノトナカイ猟人の社会に属しているこどに由来するものこと推

定七ている‰なお、フづツ＼ぺ洞窟が残された主体と＼なる時期は、続縄文時代の末期であ∧り、その

堆積層の上層には擦文土器の最古のタイプある宍いぱ直前のタイプJ･のものかおるが、……その出現はいわ

ゆ:るアイヌ文化が明瞭なかがちをとるよう比なる6世紀後半以降のことであるという‰‥‥‥

第二の流れは、第一の流れと同じく北方系の流れを汲むものであるレ韓国大田槐亭洞出土の青銅

儀器の一面には、樹枝に停る鳥が表現されており、他のヶ面にぱ鳥の羽をつけた耕人が踏鍬を踏み

込んでいる状景が描かれている．国分直ナは、韓国φ民俗学者:・張箱根め見解11)、すなわちこの状

景は、“霊鳥"信仰を表現するものであり、内陸シベリアー蒙古一満州系の霊鳥信仰の南漸があっ

たことを示すとともにぐ大阪府四池に発見された弥生時代の木製=の鳥は、霊鳥信仰が稲作にともな

い日本に及んだものとする指摘を引用し、この考えを受け入れてjいる12)．　　　　十　　　　っ

　この張箱根の見解に従えば、北方的なしシャマニズムに基づく鳥霊信仰が朝鮮半島において稲作、

およびその儀礼と結びついたと考えられる．こう七だ指摘は、考古学の立場から設楽博己も行って

おり13)、鳥形木製品な老鳥に対する信仰などは、遊牧あるいは穀物栽培を生業とする北方青銅器文

化を育んだシャマニズムに求められ、ぞれが朝鮮半島南部で水稲農耕文化と複合七、農耕儀礼に取

り入れられたもめとみなしている14)．なお、ここで言う爪形の木製品とは、竿の先に鳥形木製品を

つけで立てる、いわゆる鳥竿一現在の朝鮮半島においても、蘇塗と呼ばれる立竿には鳥形の木製品

が付けられるーのことであり、秋葉隆によれば、これは原始的な北方的シャマニズムの神杵に由来

するものという15)．　　　　　　　　　　　　　十=　‥‥‥‥‥犬　　十　　　　　　　　……　……

∧（2）鳥霊信仰の南方の流れ犬　犬　＼　　　　　　犬　．・　．･・．･．･．・　　　･．・

　二鵬霊信仰め第三の流れは、本稿に関連して最も重要である．それは南・東シナ海を通七て、遅く

とも弥生時代に登場した鳥霊信仰である/．鳥取県淀江町jの稲吉角田遺跡から出土した収骨に用いら

れた弥生時代中期の壷の頭部には、羽装め船人がロヅグボー下を力漕している状景√高倉のある集

落の一角に、巨樹の枝から『魏志』韓伝に記載されている鈴鼓に当たると推測されるjものが垂下七

ている状景、などを示す線刻画が描かれているよこの線刻画から国分直一は、華南系のロングボー

トに羽装の人物=一犬羽人ニが乗っていることから、華南・江南系の水入の登場が考えられること、韓

国の蘇塗の景観とみられるものが表現ざれていることから、＼華南・江南系氷人は朝鮮半島の西南沿

岸地方を経由レ日本海に登場したことなどを想定しでいるよそ七て、華南の羽人が葬送儀礼と関連

すると考えられでい宍ることを踏まえれば、線刻画.が収骨壷に描かれているごとめ意味¬送霊の船ど

しての意味＝が理解できるとしている16) 1り．こめ国分直こぬ想定は、稲作が中国沿岸部を北上し、
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朝鮮半島西・南部を経由し、日本に流入した事実を踏まえてのものでﾚあることは、し改めて述べるま

でもないであろう。　　　　　　　　　　　　ト(■■■■　　。／　　　　＼　／　／。<　。。＼　　　　　プ　　ｊ

　羽装め人物と葬送儀礼の結びつきは、東南アジアの青銅器文化であ/るドンソツベ東山)文化に特六

徴的な遺物でjある銅鼓上の図像に明瞭に表現ざれている６銅鼓上には、〉水鳥や蛙などのざまざまな

動物とともに、＼鳥装め人物を乗せた鳥形の舟、･それに床上で杵をついている光景な才とか描かれてい

るが、松本信廣によれば√この図像は、葬儀における状景√それにともなう霊魂の飛揚をめざす鳥:

船を表わし、また、杵をつく光景は死者の魂を蘇生させるための招魂儀礼を表現するものであると　Ｊ

いう。そして、それに参加している鳥装の人物は、ごうした目的を果たすために必要な呪術者であっ

たとみなしているゆ。　　　　　‥十　　ト　十　　　　　　　　　　　‥‥‥‥　‥‥犬＼　　＼　　　六

十この下ンソン文化は、起元前L000年紀に繁栄しており、日本の弥生文化の形成に、く直接的√間

接的に大きな影響を及ぼした古代中国の地方文化である｢越文化｣排と=も深い関係にあうたと考え＼

られている文化である。ここに、:葬送儀礼に関連する鳥装の人物が弥生中期の収骨壷に描かれるぐ＼

とになる経緯を容易に理解することができよう６　十　　十　　犬　　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥　‥‥=

　鳥を葬送儀礼に関連づける考えは、古墳時代に入る:と十層明瞭になる。弥生時代にもみられた:鳥ノ

形木製品の使用は古墳時代にいたっても持続七ており、5世紀半ば以降のもの=とみられる奈良県四〉

条、黒田大塚、石見などの古墳周堀内から出土している鳥形本製品は、必ずしも使用方法は明:瞭で∧

はないものの、長い竿の先端にづげて墳丘の周囲、あるいは墳丘土に立てられたものと考えられる

という幼。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　犬　　　　　‥‥‥‥

ｊ古墳時代に入ると、さらに水鳥を象ったとみられる埴輪や土製品が出土するようになる。 /4世紀

末葉の大阪府津堂城山古墳では、周堀内に作られた方形の土壇上に、大型の三体が置かれておりj、ニ

また4世紀後葉の京都府蛭子山古墳から出土した鶏形土製品は、竿の先端に付げて立七られたもめ＼

と推定されている21)。柳沢一男は、以上の古墳から発見される木製品や埴輪・土製品は死者の霊魂

と鳥霊信仰の関係を示すものとみなしている‰　　　　　　　　　　　　　‥　　犬　　　犬　十十

　ところ懲、古墳時代の5～7世紀に描かﾉれた横穴式石室や横穴墓に描かれた壁画のなかには、弥

生時代中期の鳥取県淀江町の角田遺跡の線刻画と、明らかに関係すると思われる図像が存在する。ノ

福岡県浮羽郡吉井町の珍敷塚や鳥船塚の壁画が代表的なものであり、いずれもゴン下ラ型の舟の船

首や船尾に鳥が描かれ、その船上の空中には太陽が描写されている。淀江町の線刻画は←¬･部破損し上

ているものの、その船の上には太陽が描かれていたものと推定されkしこれらの線刻画や壁画の太陽

は、先学がつとに指摘するように23)、死者のゆく太陽の国、あるいは太陽が昇り、また沈む方角に

ある死者の国を象徴するものと考えられる。こうした習俗は、現在に至るまで引＼き継がれており、

j響灘の蓋井島(下関市)では、＼盆に迎えた多く＼の死者の霊を巨大な鳥形の船に乗jせて、:太陽の沈む

西の方角に流す、送霊行事が行われているという24)。民俗行事と呼ばれるものめ持続力を理解すべ

きであろう。

　葬送儀礼に鳥が関係していたことを示すのは何も図像な/どの遺物ばかりではない。記紀神話の天=

若日子25)｡の葬儀にも明瞭に表現されているノ『日本書記』によれば、六天若日子の死体を天上に運ん

で喪屋を作うて殯をするときに√多ぐの鳥がさまざまな役割を果たすことが記されているのであ

る2‰天若日子とは若い太陽神であり、その葬儀に鳥たちがさまざまな役割を担うというのも、先し

に述べた線刻画や古墳の壁画と重ね合せると意味するところが理解できよう。松本信廣は、ごの記

事から、当時の人々は、死後の霊魂が鳥になるという｡思想を持ち√鳥たちがその葬儀においてそれ

ぞれの活躍して仲間としての役割を果たしたというような話を信七易い素質を持っていたと認めて＼

よいのではないかとし、鳥が手助けすることは霊魂の冥界臨行＜幇助になると考えられてい:たと推〉

定している27)。人間の霊魂が死後√鳥に生まれ変わるとする考えのあらだことは、ヶヤマトタケル伝し



116 高知大学学術研究報告ﾉ第44巻(1995年）人文科学

説を持ち出すまでもないであろう．　　し　　　　　　　･･．･．・･．　　　　　　　･･．

　なお、鳥霊信仰の南方の流れのなかに、農耕祭儀と深くかかわるもめも存在している/ことを指摘

しておく必要はあろう．それは、鳥が地上に稲穂をもたら七だとする、いわゆる丁穂落神」の伝承

にみられるもめ懲ある．鈴木満男によれば、古代越文化を担､つた人々の精神世界に刻印されていた

のは、ﾚ稲作社会の死活の問題である水を支配する霊の象徴としての蛇、そ七で稲種を人間界にもた

らした「穂落神」と七ての鳥であったという２８）．．　．･．．　・　・　　　　．．　　　・　･．　　．．･　．･･．･

　（3）:鳥翼の習俗の系譜　　　　　　　　　　　　犬　　　ト　し●●　　　●●　　　　　●●

　鳥が人間の霊魂の他界への導き手であったとしてﾚも、また霊魂そのものの化現であったとしても、

これまで述べてきた鳥霊信仰の系譜を踏まえれば、幼く七て死んだ子供を馬翼にする習俗の持つ意

味を、ある程度理解することは亡きよう。つまり√鳥翼の習俗は4いわゆる丁天馬船」の観念が、

新たな習俗としで断片化”したと考えられるからである。　･･｡･･｡･　　　　　　　　・。

　ところで、この鳥翼の習俗を考える土で、きわめて重要な手がかりになる去思われるのは、『三

国志』ﾚ魏書弁辰伝の記述、jすなわち、大鳥の羽根を用いて死者を送るが、それは死者を飛揚ざせた

いからである、とする記述である。現在の鳥翼の習俗においでは、実際に、羽根を副えることはな

いが、この3世紀ころの弁辰の習俗には、“鳥翼”の習俗をただちに想起させるものかおる。　しか

も、弁辰とは朝鮮半島南部に位置し、倭の習俗ときわめて類似している＝「男女の習俗は倭に近く、

また男女ともに文身している」－と同書に述べられているのである。さらに、慶北達城県玄風で発

見された墳墓から出土した舟型容器の後部に鳥の仮面をかぶった操舵手の像かおり、古代の朝鮮半

島南部にも「天鳥船」の観念があったことは明らかであるという29）。　　　　　　ニ　＼

゜こうしてみると、「大鳥船」の観念は、稲作とと＼もに中国南部から沿岸部を北上七、嘲鮮半島西・

南部を経由し、日本に流入したがぐ一部は、鳥の羽根を用いて死者を送る習俗に簡略化七たと考え

られるのである3o）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥　　　　　　　　∧　　犬

Ⅲ／死者儀礼と天馬船一丁灰膳｣しの習俗

　弁辰伝に記述される大鳥の羽根を副えて死者を飛揚させる習俗が√ただちに鳥翼の習俗を想起さ

せるとしても、両者の問には若干の違いが存在して‥いるように思われる。大鳥の羽根は√単に、霊

魂を飛揚させるため昨ものであるのに対し、鳥翼の｡習俗では、子供が鳥そのものになると考えられ

　　　■　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　・ている場合があるばかりか、鳥翼の習俗め分布地域と一部重複する地域に、＼人間は死後√鳥に生ま

れ変わると考えられていたこどを明瞭に示す死者儀礼が存在七ているからである。＼いくつかの事例

　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　－を示そう。六十　　　　　　十　　　　　　十　　　　　　　十　‥　　∧　　犬

⑩物部村別府(M42.m) ･･葬式の晩、金網で通した細か=い灰を膳がみえないくらいうっすらと、足のついた

　膳にまんべんなく入れ、箕の中に入れて、床の間=に置く６膳のまわりには、果物、子供が最初に産湯を使

　うときに入れる初草てうぶくさ）、ハイバラ=などを置く。洗濯だらいに水を入れ、万竹（シノベ）宍で舟を作

　り、浮かべる。葬式に来ている誰が作っても良く、複数め舟のうち、誰の舟が最初に反対側にたどり七）く

　か競う。葬式の晩のうちに、膳の灰の上には√鳥や蛇や蝶の足跡がついている。そして、太夫がみてて鳥

　になった」「蛇になった」などと占う。 その跡は√最初に着いた舟に乗って来て膳に上がってきたもので

　ある。(871120)　　＼　　　　　　　ト　　　‥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥し

⑩物部村津々呂（S 14.f) ■･葬式の翌晩、膳にふるいをかけた灰をまんべんなく入れ、たらいのなかに水を

。少し入れ√竹を十文字に組んだ上に膳を置く。仏さんが乗る笹舟を作っ七たらいに流す。たらいのまわり
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　に竹でやぐらを組み、電灯が当たらないように箕を立てかける。49個の餅を供えたりしてい=るおよそ2～3

　時間のあいだ仏壇の前に置いでおく。その後見ると、鳥べＶ字形）、蛇（波形）、蝶などの跡が出ている。

　「鳥になった」などと判断する。本当の仏さんになった人はお釈迦さんの跡がで=るが稀である。跡は、ほ

　とんどの人が出るが、本当の仏さんになる新盆までは、跡がついた動物を大切にする。＼現在でも行ってい

　る。べ871121)　∧　　　　　　　　犬　　　　　　　　　　　　〉ト　　　　△　　　　づ　　　　　　犬

⑩徳島県西祖谷村(T8.F) ･･死後6日目の晩（オムイカ）に、死者の寝てい:た部屋の窓際か戸口に灰かお米

　を入れた膳を置く。７日目の朝、鳥（にわとり）の足跡がついているという。実際にはついていないだろ

　うが、小さい頃からそのように言うのを聞いている。死者が「鳥になって出ていった」と言う。(870805)

⑩徳島県西祖谷村善徳(M45.m) ■･オムイカの晩（ここでは何日目とは決まっていこない）に、亡ぐなった人

　が使っていたお膳に灰を入れ、その上にカヤやヨモギを添え、死者の寝ていたところに置=く。翌朝√鳥や

　ねずみの跡がついている。跡のついた動物に生まれ変わるという。　ヨモギやカヤを添えるのは、死者が

　「カヤやヨモギの野原になったのでここにはおれん」と言って去るようにするためであるノ（870806）十

　ここでは、この死者儀礼を、灰を膳に入れて何に生支れ変わったか占うことから、:便宜的に「灰

膳」の習俗と呼んでおくことにしたい。この灰膳の習俗は何に生まれ変わったか古う:ばかりではな

く、事例⑩が示すように、死者が二度と戻って来ないようにするための絶縁儀礼としての性格も持

つものである。事例⑥で、膳のまわりにハイバラを置くのも同じ趣旨によるものであろう。　＼

　事例⑩では、新盆（初盆）が過ぎ、“本当の仏”になるまでの暫定的な生まれ変わりであるとし

ているが、他の多くの事例が示すように、死後の“永続的な”生まれ変わけを占うというのが本来

の姿であろう。死後、動物に生まれ変わるのが奇妙に思われるよ/うになるに及んで√民間仏教とyの

間に妥協点を見い出し、合理的に解釈した結果生みだされた考えであるように思われる。し　………

　この死者儀礼で、注目すべき点は二つある。　　　＼∧　　　　十＼　し　　　・。・。・。　。･。］

第ニに、生まれ変わると考えられている動物はさまざまであり、掲げた事例以外にも、うさぎ、ﾀﾞ

牛、馬、猫、トｙボ、蝉、ムカデなどと言う場合もあるが、ほぼすべての事例に登場するのは鳥で

あり、次いで多いのは蛇であるというこJと懲ある。これまでみてきたような鳥霊信仰の歴史を踏ま

えるならば、こうした伝承は決して恣意的に発生したものでないことは明らかである。蛇が多（いと

いうのも、すでに別稿で論じたように31）、日本において自分たちの祖先を蛇とみなす蛇トーテム的

観念が存在したことを考慮すれば理解することができよう。死者は、また蛇に生まれ変わり、祖先

となるのである。　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　●●　●●●●　●　　●●●　　　　　　　●●

　第二に、事例⑥、⑩が示すように、盟に水を張り、笹舟を浮かべる儀礼的行為柴行うことである。

そして、その舟には生まれ変わった動物一多くは鳥－が乗っているのである。ところで、舟は、象

徴的に、どこからどこぺ向かっているのだろうか。事例（口）では、舟に乗ってきた死者が、すでに自

分の住んでいた場所が、パイバラが生えるような人間の住むべき場所ではないことを悟り、帰って

ゆくのである。その限りでは、どこかよそから自分の家に戻って来ている、しということになる。し

かし、ここで問題となるのは、こうした絶縁儀礼は、ムイカガリ、∧あるいはオムイカという儀礼名

称が示すように、死後6日目に行われるのが一般的な形態であり、盟に水を張り、舟を浮かべる儀

礼とは必ずしも結びついていなかった、と考えられるのである。したがって、儀礼的脈絡から考え

る限りいこの舟は、しやはりこの世から他界へと旅立つことを象徴している｡ように思われる32）。レレ

　そのように考えることが許されるならば、この世から他界へと向かう舟√それに乗っているのは、

鳥に生まれ変わった死者、という点て、盟のなかという小さな世界で行われる出来事は、「天鳥船」

の観念の儀礼化そのものと言えるのではなかろうか。ここでは鳥は、死者の霊魂を他界へと送る呪

術者ではなく、死者の霊魂そのものである。
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　こ=うしてみると、高知県の死者儀礼においてはぐ｢天鳥船｣=トの観念の反映とみられる儀礼が存在

しており、しぞれが幼児葬法に簡略化－というより=右言葉の上だけのこ古なのだがーしてみられると

しても何の不思議もないであろう．したがって、∧弁辰の習俗とﾚ馬翼の習俗の阻に、直接的な系譜関

係を想定できるかどうか､については、その可能性を捨て切れないﾀﾞとしでも、二方では単に霊魂を飛

揚するために羽根が用いられると述べられているのに対し、他方では霊魂そめもめが鳥になると考

えられている場合のあること、＼またぐ馬翼の習俗は√弁辰の習俗との直接的な系譜関係を想定しな

くと毒独自に発生しえたと考えられること、などの点て否定的.にならざるを得ないのである6

　ちなみに、鳥翼の習俗は、高知県の東べ中央部に分布の中心があると推定されるのに対し、灰膳

の習俗は、現在把握できる限りでは、西南日本に分布の中心があ/り、それぞれの発生が独立してい

たと考えられる/ことを付け加えでおきたい．‥‥‥　‥‥‥‥‥‥‥‥=･．．・　　　．・　　．．

　以上の議論が正七いとしても、ひとつの重要な問題が残される/こ=とになる．それは、なぜ、幼児

葬法という特殊葬法のなかに鳥霊信仰に基づく葬法がみられるのか、という点である．この問いに

対しては、民間仏教が浸透する過程で、馬翼心習俗は片隅:に追いやられゝ／幼児葬法という特殊葬法

のなかに残存することになった、とする想定を掲げておきたい≒　　　　　　一　二　　　犬

　・　一一　　し　　　し＼　　　　　　　　結び･犬　　＼　　　　　　‥‥‥‥‥

十本稿では√幼児が死んだ時に、その幼児を葬るごとIを:「馬翼にする丁などと、馬に関連づけて表

現するのはなぜか、という問いに一定の解答を与え=るぺく努めてノきたノその結果、∧い/くっかの仮説

的な見通しを含んでいるとは言え、弥生時代以降持続してきた鳥霊信仰、……ことにい「天鳥船丁の観念

の系譜を引き、万それが新たな地域的展開を遂げたもの＼とぺの見通七を得だ6また、死者の霊魂は、鳥

に化現するという考えが、現在に至るまで存在している‥こと、二鵬翼の習俗とは別に、ﾄ大島船」の

観念を儀礼化し/たと推定される死者儀礼が存在七て＼いること√などめ点も指摘七だ．　　　　　◇

　弥生時代以降の鳥霊信仰は、さまざまな地域的展開を遂げて存在し続けており、それは高知県め

みならず、全国にみられる．たとえば、:さきに掲げた響灘の蓋井島で盆に迎えた祖霊を大きな鳥形

の船で日の沈む西に送る習俗√九州の阿蘇山麓の新しい墓標yに鳥形を置く習俗、山陰:･､日本海沿岸

で棺蓋の四方に鳥形をめせる習俗、･･対馬のスヤと万いう墓上施設に馬形を飾る=習俗など、34）数多くの

事例をあげることができる．高知県の鳥翼の習俗や灰膳の習俗もまた、それら地域的発展形態のぴ

とつの類型とみなせるめである．　　　　　　　　･･．．　･．･　　　　．･　・．　･･

　　　　　トに　　　　　　　し註　　　………　〉　∧ １で‥　　　　　　　　　　　■　■

1) M43.mとは、イｙフォーマントが明治43年生まれの男性イmale)二であることを示す。 Ｔは大正、Ｓは昭和、

　fは女性(female)o　　　　犬　　　　　　　.・　･･.･･.　　　..･･.･.・..･　　　　　　　..・.　・・　　ト

2) 881006とは、1988年10月06日に調査を行ったことを示すノ＼　　　　　　　　犬　　＼　　　レ

ノ3）民間宗教者．＼　　　ト　　し　　　　十　‥‥　‥尚．･．･．･　．．･．．・･･･　　　　　．・．　･･　･･．･・．１ 、　十

分七人ミサキとは、この世に未練や怨みを抱いて死んだ悪霊であり、人間の周囲にいて死や病気をもたらす

　　と考えられている．∧七人の人間を道連れにしなければ､コ自分は転世できないため、七人ﾐﾀﾞｻﾞ牛と呼ばれる．
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